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ASP.NETは、従来のWebアプリケー

ション開発環境であるASPと異なり、

ページ上にさまざまな機能をもつサー

バーコントロールを貼り付け、そのイ

ベント処理を実装してゆく開発スタイ

ルとなります。

サーバーコントロールや（Webにお

ける）イベントは新しい概念なので、

理解しにくい面もあります。しかし典

型的な処理の流れは、どのようなWeb

アプリケーションでもほぼ同じです。

そのため実際に動いているコードを

見れば、ASP.NETがどのようなものか

がわかり、また、それを真似すること

で、ASP.NETによるWebアプリケーシ

ョンを作ってゆけるようになります。

そこで本稿では、ASP.NETにおいて

よく使われるコードを、基礎から応用

までTipsとして紹介してゆきます。

ASP.NETの実体は、「aspnet_isapi.

dll」というプログラムです。

IIS環境に.NET Frameworkをインス

トールすると、*.aspxなどの拡張子を

もつファイルが要求されたときに、

aspnet_isapi.dllによって処理されるよ

うに構成されます（図1）。

ASP.NETでWebアプリケーションを

実行するには、［コントロールパネル］

の［インターネットインフォメーショ

ンサービス］マネージャー（以下「IIS

マネージャー」）を使って仮想ディレク
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トリを作成し、そのなかに、Webアプ

リケーションを構成するファイル群を

すべて配置します。

同じ仮想ディレクトリに置かれたフ

ァイルは、ひとつのWebアプリケーシ

ョンとして扱われます。すなわち、セ

キュリティの設定やページ間のデータ

の共有などは、仮想ディレクトリ単位

となります。

Visual Studio .NETで開発する場合、

ユーザーインターフェイスを構成する

HTML部分と、実行されるプログラム

は、別々のファイルとなります［注1］。

HTML部分は、拡張子.aspxをもつフ

ァイルです。これは「Webフォーム」

と呼ばれ、このファイルにHTML要素

やサーバーコントロールを配置するこ
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図1：ASP.NETにおけるWebアプリケーションの実行

注1）HTML部分とプログラム部分を別ファイルで
構成することを「コードビハインド」と言います。
Visual Studio .NETで開発する場合には、つねに
コードビハインドモデルとなります（ASP.NET自
身は、コードビハインドではないモデルもサポート
されています）。
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